
（９） No.711広報 平成22年2月10日 

おしらせHOTコーナー 
       

　
近
隣
４
市
１
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お

届
け
し
ま
す
。 

   

三
郷
市
文
化
協
会
祭 

Q
２
月
２７
日
貍
・
２８
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時 

L
三
郷
市
文
化
会
館
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
三

郷
駅
北
口
か
ら
徒
歩
１５
分
） 

O
〈
両
日
〉
絵
画
、
華
道
、
囲
碁
将
棋
、

〈
２８
日
の
み
〉
民
謡
民
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
、

吟
詠 

J
三
郷
市
市
民
活
動
支
援
課
蕁
９３０
・
７
７

１
４ 

　
　
　 

　
　  

 

第
２６
回
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭 

Q
３
月
７
日
豸
　
午
後
０
時
３０
分
〜
４
時

５０
分 

L
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野

線
南
越
谷
駅
、
東
武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅

か
ら
徒
歩
３
分
） 

O
お
囃
子
（
は
や
し
）
、
神
楽
（
か
ぐ
ら
）
、

木
遣
り
（
き
や
り
）
、
獅
子
舞
な
ど
。
出

演
／
越
谷
市
郷
土
芸
能
保
存
協
会
ほ
か
。 

P
無
料 

J
越
谷
市
郷
土
芸
能
祭
実
行
委
員
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
）
蕁
９６３
・
９
３
０
７ 
  

第
６
回
な
ま
ず
の
里
よ
し
か
わ
「
逸
品
朝

市
」 

Q
２
月
２８
日
豸
　
午
前
９
時
〜
正
午  

L
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
（
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
吉
川
駅
北
口
か
ら
き
よ
み
野

ま
た
は
お
あ
し
す
行
き
東
武
バ
ス
で
、
「
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
」
下
車
） 

O
地
元
の
採
れ
た
て
野
菜
や
特
産
品
を
格

安
で
販
売
。
つ
き
た
て
お
餅
も
あ
り
ま
す
。

J
商
工
課
蕁
９８２
・
９
６
９
７ 

  

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
ス
！ 

Q
３
月
２７
日
貍
　
午
後
５
時
開
演 

L
草
加
市
文
化
会
館 

O
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
ス

テ
ー
ジ
で
す
。
な
お
、
希
望
者
は
プ
ロ
を

目
指
す
人
を
対
象
に
し
た
レ
ッ
ス
ン
風
景

も
見
学
で
き
ま
す
。
出
演
／
マ
テ
ィ
ア
ス
・

ヘ
フ
ス
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）
、
東
京
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ソ
ロ
イ
ス
ツ 

曲
目
／
『
歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
前
奏
曲
』
、

『
「
ヴ
ェ
ニ
ス
の
謝
肉
祭
」
に
よ
る
変
奏

曲
』
ほ
か 

P
一
般
２
０
０
０
円
、
学
生
１
５
０
０
円
、

ペ
ア
券
３
５
０
０
円
【
全
席
指
定
】
（
草

加
市
文
化
会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発

売
） 

※
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。 

J
譛
草
加
市
文
化
協
会
蕁
９３１
・
９
３
２
５ 

  

町
制
４０
周
年
事
業
　
ふ
る
さ
と
寄
席 

Q
３
月
１４
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
） 

L
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢

崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
） 

O
年
に
一
度
の
エ
ロ
ー
ラ
恒
例
「
ふ
る
さ

と
寄
席
」
。
今
年
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
お
届
け
し
ま
す
。
出
演
／
江
戸
家
小

猫
改
メ
江
戸
家
猫
八
、
昭
和
の
い
る
・
こ

い
る
、
瀧
川
鯉
昇
ほ
か
。 

P
大
人
２
０
０
０
円
、
高
校
生
ま
で
１
０

０
０
円
【
全
席
指
定
】 

J
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

       　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

 ■
一
般
書
 

「
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｐ
」
 

金
原
　
ひ
と
み
　
著
 

「
罪
火
」
 

大
門
　
剛
明
　
著
 

「
明
日
、
ア
リ
ゼ
の
浜
辺
で
」
 

秦
　
建
日
子
　
著
 

「
夜
明
け
の
橋
」
 

北
　
　
重
人
　
著
 

「
十
字
架
」
 

重
松
　
　
清
　
著
 

「
元
禄
百
妖
箱
」
 

田
中
　
啓
文
　
著
 

「
抱
擁
」
 

辻
原
　
　
登
　
著
 

■
児
童
書
 

「
じ
ぶ
ん
の
木
」
 

最
上
　
一
平
　
作
 

「
ま
た
ま
た
ぶ
た
の
た
ね
」
 

佐
々
木
　
マ
キ
　
作
 

「
こ
り
す
の
は
つ
な
め
」
 

浜
田
　
廣
介
　
作
 

「
ふ
ゆ
の
ゆ
う
が
た
」
 

ホ
ル
へ
・
ル
ハ
ン
　
文
 

「
ホ
ー
ホ
ー
！
き
れ
い
だ
な
」
 

テ
ィ
ム
・
ホ
プ
グ
ッ
ド
　
作
・
絵
 

「
は
じ
め
ま
し
て
」
 

五
味
　
太
郎
　
著
 

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

八
幡
・
八
條
図
書
館
（
館
内
整
理
日
）
３

月
１
日
豺
 

八
幡
図
書
館
（
特
別
整
理
期
間
）
３
月
８

日
豺
〜
３
月
１２
日
貊
 

〈
評
〉
旅
立
つ
孫
へ
の
愛
情
が
し
み
じ
み
と

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
 

     　
　
　
孫
の
旅
立
ち
 

八
潮
五
　
　
西
森
八
重
子
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た
 

お
前
は
 

遠
い
ド
イ
ツ
へ
旅
立
っ
た
 

か
け
が
え
の
な
い
物
を
 

手
放
す
よ
う
に
 

見
送
っ
た
 

永
住
な
ん
て
言
わ
な
い
で
 

「
僕
は
自
分
の
お
店
出
す
よ
」
 

と
腕
を
磨
い
て
お
い
で
 

国
境
な
き
 

ケ
ー
タ
イ
電
話
の
声
 

「
頑
張
っ
て
る
よ
」
 

茜
色
の
夕
日
が
 

心
配
を
遠
ざ
け
て
く
れ
た
 

  

  

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

川
波
の
日
に
き
ら
め
け
る
雪
解
風
 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

初
雪
や
口
で
受
け
ん
と
騒
ぐ
子
等
 

大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

仲
見
世
や
破
魔
矢
持
つ
人
持
た
ぬ
人
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

敦
盛
の
笛
の
調
べ
や
春
の
能
 

八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

零
下
二
度
岩
見
澤
の
道
に
雪
下
駄
を
履
く
 

八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

ゆ
く
春
や
歳
に
薬
の
共
あ
る
き
 

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

囀
り
に
赤
き
万
両
隠
し
お
り
 

鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

外
泊
は
ま
だ
許
さ
れ
ず
余
寒
か
な
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

襷
継
ぐ
駅
伝
野
郎
の
息
白
し
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

手
袋
を
脱
ぎ
ぬ
し
わ
の
手
働
く
手
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

雪
だ
る
ま
帰
省
の
児
ら
の
置
土
産
 

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

早
朝
に
咳
ひ
と
つ
し
て
急
ぎ
足
 

緑
町
一
　
　
溝
口
　
榮
一
 

冬
の
朝
ク
レ
ー
ン
伸
び
て
陽
昇
る
る
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

寒
雷
の
二
鳴
り
に
し
て
筑
波
越
ゆ
 

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

去
年
の
月
丸
く
残
り
て
初
あ
か
り
 

緑
町
三
　
　
岩
田
　
苑
江
 

四
方
の
海
波
風
立
た
じ
と
初
詣
 

伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

北
国
の
友
の
賀
状
に
春
を
知
り
 

大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子
 

尽
く
す
と
は
見
返
り
い
ら
ず
な
ず
な
粥
 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

マ
ス
ク
に
も
形
さ
ま
ざ
ま
春
の
市
 

  

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

ロ
ウ
梅
の
隣
の
枝
に
メ
ジ
ロ
二
羽
　
　
 

　
　
み
か
ん
の
輪
切
り
鳴
き
て
つ
い
ば
み
 

八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和
 

空
澄
み
て
八
潮
の
ホ
ー
ム
で
ふ
と
見
へ
し
 

　
　
　
東
京
タ
ワ
ー
の
姿
美
し
 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

歩
道
橋
昇
り
て
見
る
や
故
郷
の
 

　
　
　
筑
波
の
霊
峰
雲
に
覆
わ
る
 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

北
風
に
霜
柱
立
つ
公
園
を
 

　
　
　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
し
ば
れ
る
朝
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

除
夜
の
鐘
遠
く
に
聞
き
て
ふ
る
里
の
 

　
　
　
新
年
の
行
事
を
思
い
つ
つ
居
る
 

南
後
谷
　
　
山
内
　
久
子
 

楽
し
み
が
ひ
と
つ
ふ
え
た
り
歌
の
会
 

　
　
　
皆
優
し
き
て
そ
の
中
に
い
る
 

八
潮
五
　
　
林
　
　
悦
子
 

お
年
玉
袋
の
中
は
ポ
チ
な
れ
ど
 

　
　
　
五
人
の
孫
に
あ
げ
る
し
あ
わ
せ
 

鶴
ヶ
曽
根
　
　
斉
藤
　
京
子
 

黄
金
に
輝
く
雲
端
残
し
つ
つ
 

　
　
　
今
年
最
後
の
陽
海
に
落
ち
る
 

八
潮
七
　
　
深
井
　
　
健
 

赤
い
実
を
沢
山
つ
け
し
千
両
を
 

　
　
　
見
つ
つ
不
況
の
波
に
脅
え
る
 

伊
　
草
　
　
斉
藤
　
富
子
 

初
春
の
友
と
の
宴
で
癒
さ
れ
し
 

　
　
　
会
話
花
咲
き
時
こ
そ
忘
れ
 

木
曽
根
　
　
廏
谷
　
多
門
 

木
枯
ら
し
が
夜
通
し
荒
れ
て
ふ
と
静
か
 

　
　
　
明
け
の
満
月
今
昇
ら
ん
と
し
て
 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

我
が
力
無
き
を
認
め
て
神
頼
み
 

　
　
　
お
み
く
じ
引
け
ば
努
力
せ
と
出
る
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

酷
暑
の
日
曙
光
の
遊
び
を
憾
み
し
も
 

　
　
　
旱
な
つ
か
し
時
雨
れ
る
日
々
は
 

中
央
一
　
　
杉
山
　
正
巳
 

い
に
し
へ
の
眠
る
氷
河
を
吾
に
似
し
 

　
　
　
母
な
る
海
よ
り
夢
送
ら
る
る
 

J
広
聴
広
報
課
蕁
A
４
２
３
 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

い
　
わ
　
み
 

と
し
 

と
も
 

ひ
 

ふ
る
さ
と
 

す
さ
 

う
ら
 

ひ
で
り
 

は
　
る
 

よ
　
る
 

げ
　
　
た
 

と

り

っ

ぷ

　

　

と

ら

っ

ぷ

 

ざ
い
か
 

だ
い
も
ん
　
　
　
た
け
あ
き
 

は
た
　
　
　
た
け
　　
ひ
　　
こ
 

き
た
　
　
　
　
し
げ
と
 

し
げ
ま
つ
　
　
　
　き
よ
し
 

た
　
な
か
　
　
　
ひ
ろ
ふ
み
 

か
ね
は
ら
 

あ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ま
べ
 

よ
　
あ
　
　
　
　

は
し
 

じ
ゅ
う
じ
か
 

げ
ん
ろ
く
ひ
ゃ
く
よ
う
ば
こ
 

ほ
う
よ
う
 

き
 

も
が
み
　
　
　
い
っ
ぺ
い
　
　　
さ
く
 

は
ま
だ
　
　
ひ
ろ
す
け
　
　
さ
く
 

つ
じ
は
ら
　
　
　
　
の
ぼ
る
 

さ
　
さ
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
く
 

ぶ
ん
 

さ
く
　
　
え
 

ご
　
み
　
　
　
た
ろ
う
　
　
　ち
ょ
 

    カ
ラ
オ
ケ
教
室
・
花
水
木
会
 

Q
水
曜
日
（
月
平
均
３
回
）
　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時
３０
分
　
L
や
し
お
生
涯
楽
習

館
映
像
ホ
ー
ル
ほ
か
　
O
演
歌
新
曲
を
中

心
に
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
　
P
月
会

費
３
５
０
０
円
（
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
代
を
含

む
）
　
J
荻
野
蕁
９９５
・
２
７
３
６
、
芦
田

蕁
９９７
・
１
０
３
７
　
 

 牛
乳
パ
ッ
ク
３
枚
以
上
お
持
ち
の
方
へ
 

手
作
り
石
け
ん
（
１
個
）
差
し
上
げ
ま
す
 

Q
２
月
２８
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時

L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
（
消
費
生
活
展
開

催
内
）
　
O
廃
油
を
使
用
し
た
環
境
に
や

さ
し
い
石
け
ん
を
配
布
　
R
５０
人
（
先
着

順
）
　
J
消
費
生
活
を
考
え
る
会
・
金
森

蕁
９９６
・
６
８
４
４
 

 税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会
 

Q
２
月
１６
日
貂
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外
･
電
話
相
談
可
）
　
L
八
潮
民

主
商
工
会
　
O
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談
　
P
無
料
　
J
八
潮
民
主

商
工
会
・
中
村
蕁
９９５
・
６
９
６
２
 

 第
１
回
８４０（
ヤ
シ
オ
）ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
開
催
 

Q
３
月
１３
日
貍
　
午
後
１
時
開
演
　
L
や

し
お
生
涯
楽
習
館
多
目
的
ホ
ー
ル
　
P
無

料
　
J
芳
垣
蕁
０９０
・
９
９
７
８
・
５
９
０

９
 

 細
字
書
道
講
習
会
の
参
加
者
募
集
 

　
は
が
き
書
き
や
冠
婚
葬
祭
時
な
ど
に
お

い
て
、
小
筆
で
書
く
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
実
用
細
字
書
道
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
 

Q
３
月
４
日
貅
・
１１
日
貅
（
全
２
回
）
　

午
後
２
時
〜
　
L
や
し
お
生
涯
楽
習
館
セ

ミ
ナ
ー
室
　
O
講
師
＝
関
根
芳
堂
さ
ん
（
日

本
書
道
教
育
学
会
書
道
・
ペ
ン
字
師
範
）

K
小
筆
、
墨
、
す
ず
り
、
文
鎮
、
半
紙
、

筆
記
具
　
R
２５
人
（
申
込
順
）
　
P
１
０

０
０
円
（
当
日
集
金
）
　
J
大
山
蕁
９９７
・

０
７
０
１
 

 第
１５
回
全
国
U
コ
ン
競
技
大
会
 

Q
２
月
２８
日
豸
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３０
分
　
L
大
瀬
運
動
公
園
（
中
川
河
川
敷
）

O
風
船
割
り
、
バ
ル
ー
ン
ス
タ
ン
ト
、
第

三
種
曲
技
、
第
二
種
曲
技
、
第
一
種
曲
技

J
関
東
Ｃ
／
Ｌ
競
技
連
盟
会
長
・
森
下
蕁

９９７
・
２
８
８
５
 

 越
谷
西
高
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽
団
第
３
回
定
期

演
奏
会
 

Q
３
月
７
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
開
演
（
午

後
１
時
開
場
）
　
L
三
郷
市
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
　
O
「
第
六
の
幸
福
を
も
た
ら
す

宿
蠡
蠱
」
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
」
ほ

か
※
未
就
学
児
の
入
場
可
　
P
無
料
　
J

演
奏
会
実
行
委
員
会
蕁
０７０
・
６
４
４
９
・

０
３
７
７
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 


